
①児童生徒の学習状況に応じた個別最適な学びを通じて、「話すこと」「書くこと」の力の強化
・児童生徒の学習状況に応じて、教師が適切なCBT問題を選択し、家庭学習の課題
として活用 など

②教師による、児童生徒の英語力のより客観的な把握をサポート
・「話すこと」「書くこと」のパフォーマンステストとして活用
・定期テスト等の題材として活用 など

③多彩なテーマや題材を用いた授業づくりをサポート
・日常的な話題から社会的な話題まで、幅広いテーマや題材を扱ったCBT問題の中から、
  教師が自由に選択し、授業中に活用 など

活用のメリット

MEXCBTを活用した
英語「話すこと」「書くこと」の力の強化

◎英語４技能をバランスよく育成するために、特に課題となっている「話すこと」「書くこと」の
 力の強化に向けて、CBT問題を活用して、児童生徒の個別最適な学びや教師の指導の
 充実を支援。

・MEXCBT（文部科学省CBTシステム）に、「話すこと」「書くこと」を中心としたCBT問題
 を搭載。
・各CBT問題を、国際標準であるCEFR（※1）レベルと紐づけ（※2） 。

（※1）ヨーロッパ言語共通参照枠。第４期教育振興基本計画（令和5年6月16日閣議決定）において、
中学校卒業段階でCEFR A1レベル相当以上、高等学校卒業段階でCEFR A2レベル相当以上を達成
した中高生の割合を６割以上にすることなどを指標。

（※2）外部検定試験のように、CEFRレベルを認定するものではない。

目 的

〇ETS（※）に委託し、「話すこと」 「書くこと」を中心としたCBT問題を１００問
（CEFR A1未満～B2レベル相当）搭載。 （問題や解答・解説イメージは別添参照）

    （※）ETS Japan 合同会社。TOEFL®, TOEIC®等の外部検定試験を作成している米国ETSの日本法人。

〇その他、全国学力・学習状況調査の過去の調査問題や、英語教育関係団体（※）
 作成の問題も併せて搭載。

   （※）ブリティッシュ・カウンシル、日本英語検定協会 協力

搭載するCBT問題

〇MEXCBTにCBT問題を５月9日に公開予定。（随時、追加予定）

〇本取組やその具体的な活用方法について、全国の教育委員会や学校に対して、
 周知予定。

今後の予定



「話すこと」問題（画面イメージ）

英語を学習している、
世界の子供たちの解答例を
音声で聞くことが可能

録音は２回まで
可能

自分の解答音声を
再生して聞くことが
可能

「話すこと」解答・解説（画面イメージ）

教師は、技能やCEFRレベル（CEFR A1未満～B2レベル相当）ごとに問題の選択が可能。

多彩なテーマや題材から問題の選択が可能。
題材例：自分の好きなもの、身の回りの物事、自然科学、歴史 など

解答内容に応じてCEFRレベルの把握が可能。

学習のアドバイスを参考に、学習に役立てることが可能。

特徴
問題

問題

解答・解説
解答・解説

「書くこと」問題（画面イメージ） 「書くこと」解答・解説（画面イメージ）

MEXCBTに搭載されるCBT問題のイメージ 別添

学習のアドバイスを参考に、
学習に役立てることが可能

キーボード入力をして
解答することが可能

Do you agree or disagree with the following statement?
Students should have more free time at school.

©ETS

＜解説＞

サンプル解答

©ETS

©ETS ©ETS



MEXCBTの操作イメージ（教員向け） 別添

（参照）文部科学省CBTシステム（MEXCBT：メクビット）文部科学省 総合教育政策局 教育DX推進室作成

https://www.mext.go.jp/content/20240318-mxt_syoto01-000013393_2.pdf

（出典）文部科学省CBTシステム（MEXCBT：メクビット） 文部科学省 総合教育政策局 教育DX推進室

問題配信（実証用学習eポータル）
問題検索、問題内容、問題情報の確認

①
②

③

④ ④

①「問題の種類から選ぶ」を選択

②「文部科学省_英語学習問題」
を選択

③「検索」ボタンをクリック

④「タイトル」と「問題情報」から
問題を選択

⑤配信問題を選択

⑤

https://www.mext.go.jp/content/20240318-mxt_syoto01-000013393_2.pdf
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